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「
島
の
歴
史
学
」
講
演
要
旨

）

一
四
九　
（

序　

言　

島
の
歴
史
学
―
講
演
会
の
狙
い
―�

�

佐
藤　

孝
雄

　

人
が
暮
ら
す
陸
域
は
、
も
と
よ
り
島
と
大
陸
か
ら
な
る
。
一
般

に
島
は
「
四
面
水
に
囲
ま
れ
た
小
陸
地
」
と
定
義
さ
れ
、
所
謂
六

大
陸
を
除
く
全
て
の
陸
域
を
そ
の
範
疇
に
含
む
と
さ
れ
る
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
次
ぐ
広
大
な
面
積
を
誇
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

が
島
に
含
め
ら
れ
、
大
陸
と
さ
れ
な
い
こ
と
に
明
確
な
理
由
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
地
理
的
に
は
曖
昧
・
恣
意
的
な
区
分
で
も
、
島
と

い
う
概
念
自
体
は
、
歴
史
学
の
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
り
得
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
周
囲
を
水
域
で
画
さ
れ
た
島
は
、
小
島
で
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
資
源
も
乏
し
く
、
他
の
陸
域
に
依
存
せ
ず
し
て
人
の

住
処
と
な
り
得
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
小
島
で
の
調
査
・
研
究
は
、

人
の
歴
史
が
そ
れ
ぞ
れ
に
個
別
な
事
情
を
抱
え
る
他
地
域
・
他
集

団
と
の
関
係
性
の
中
に
紡
が
れ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
、
よ
り
広
範

な
地
域
史
ひ
い
て
は
世
界
史
に
目
を
向
け
さ
せ
て
も
く
れ
る
。
あ

た
か
も
カ
メ
ラ
の
被
写
界
深
度
に
も
似
て
、
対
象
地
域
を
狭
く
絞

一
四
九

２
０
１
８
年
度
三
田
史
学
会
大
会
（
6
月
23
日
）
講
演
会
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狙
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講
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：
対
馬
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古
文
書
―
対
馬
宗
家
が
残
し
た
文
書
と
記
録
― 

田
代　

和
生

講
演
2　

：
ジ
ェ
ル
バ
島
の
漂
着
聖
女
信
仰
―
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
祭
礼
を
中
心
と
し
て
― 

田
村　

愛
理

講
演
3　

：
島
の
修
道
院
―
地
中
海
カ
ン
ヌ
沖
レ
ラ
ン
ス
島
と
そ
の
修
道
院
― 

神
崎　

忠
昭

講
演
4　

：
島
景
観
の
歴
史
生
態
学
―
ラ
パ
・
ヌ
イ
と
石
垣
島
の
ジ
オ
・
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
― 

山
口　
　

徹

コ
メ
ン
ト
：
島
が
島
に
な
る
島
の
歴
史 

近
森　
　

正



史
　
　
　
学
　
第
八
八
巻
　
第
一
号

）

一
五
〇　
（

り
込
む
こ
と
で
、
周
囲
と
の
関
係
性
が
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が

る
。
小
島
に
は
そ
う
し
た
特
性
も
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

そ
こ
で
、
本
講
演
会
で
は
、
と
も
す
る
と
ロ
ー
カ
ル
、
マ
ー
ジ

ナ
ル
と
位
置
付
け
ら
れ
か
ね
な
い
小
島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
も
つ
演

者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
・
研
究
成
果
を
紹
介
い
た
だ
く
こ
と
を

計
画
し
た
。
日
本
中
近
世
史
、
フ
ラ
ン
ス
史
、
イ
ス
ラ
ム
史
、
考

古
学
の
個
別
・
具
体
的
な
調
査
・
研
究
事
例
に
触
れ
る
な
か
、
歴

史
学
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
島
の
魅
力
を
確
認
し
、「
島
の
歴
史

学
」
を
考
え
る
。

礼
文
島
の
事
例

　

礼
文
島
に
は
、
少
な
く
も
三
五
〇
〇
年
以
上
前
か
ら
縄
文
時
代

人
が
来
島
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も

彼
ら
も
、
そ
の
後
約
二
〇
〇
〇
年
前
に
来
島
し
た
続
縄
文
時
代
人

も
、
年
間
を
通
し
て
島
に
居
住
し
た
様
子
は
窺
え
な
い
。
こ
の
島

で
の
周
年
居
住
は
、
五
世
紀
以
降
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
集
団
に
よ

っ
て
開
始
さ
れ
、
後
世
の
ア
イ
ヌ
に
も
引
き
継
が
れ
た
が
、
彼
ら

は
と
も
に
交
易
民
と
し
て
の
性
格
も
帯
び
た
人
々
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
こ
の
島
の
歴
史
は
先
史
以
来
一
貫
し
て
他
の
陸
域
と
の

分
か
ち
難
い
結
び
つ
き
の
中
、
紡
が
れ
て
き
た
こ
と
が
窺
え
る
。

一
五
〇

写真１　日本海北部に位置する礼文島と利尻島



「
島
の
歴
史
学
」
講
演
要
旨

）

一
五
一　
（
一
五
一

講
演
1　

対
馬
の
古
文
書�

―
対
馬
宗
家
が
残
し
た
文
書
と
記
録
―�

 

田
代　

和
生

　

長
崎
県
対
馬
は
、
九
州
の
北
方
、
玄
界
灘
の
海
上
に
あ
る
朝
鮮

半
島
に
最
も
近
い
島
で
あ
る
。
こ
の
島
の
領
主
宗
氏
は
、
十
二
世

紀
末
、
大
宰
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
在
庁
官
人
惟
宗
氏
が
武
士
化
し
、

対
馬
の
領
国
支
配
と
朝
鮮
と
の
通
交
貿
易
を
独
占
し
て
い
く
過
程

で
「
宗
」
姓
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
江
戸

時
代
に
な
り
、
宗
家
は
対
馬
藩
主
と
し
て
「
鎖
国
」
時
代
の
日
朝

外
交
・
貿
易
を
一
任
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
島
の
歴
史
を
物
語
る
史

料
の
ほ
と
ん
ど
が
、
宗
家
作
成
の
文
書
と
記
録
で
あ
っ
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

朝
鮮
半
島
へ
の
要
衝
の
島
に
お
い
て
類
例
の
な
い
歴
史
を
積
み

上
げ
て
き
た
対
馬
宗
家
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
本
報
告

で
は
以
下
の
三
つ
の
視
点
か
ら
検
討
し
た
。
ま
ず
第
一
に
対
馬
旧

家
の
古
文
書
伝
領
の
実
態
を
み
る
た
め
、『
対
馬
古
文
書
目
録
』

（
対
馬
風
土
記
第
十
二
号
別
冊
、
一
九
七
五
年
）
に
収
録
さ
れ
る

中
世
文
書
伝
領
家
五
八
家
の
概
要
と
特
徴
に
つ
い
て
触
れ
、
宗
氏

の
朝
鮮
と
の
関
わ
り
、
あ
る
い
は
村
方
支
配
の
様
相
に
つ
い
て
明

ら
か
に
し
た
。
第
二
に
近
世
の
記
録
類
・
一
紙
物
か
ら
な
る
『
宗

家
文
書
』
に
つ
い
て
、
八
万
点
以
上
の
古
文
書
を
棚
に
押
し
込
め

た
宗
家
文
庫
（
対
馬
市
厳
原
町
）
の
内
部
の
状
態
を
紹
介
し
、
な

ぜ
こ
の
よ
う
に
厖
大
な
史
料
群
が
一
離
島
に
お
い
て
作
成
さ
れ
続

け
た
の
か
、
朝
鮮
と
の
実
務
外
交
と
記
録
保
存
の
関
係
、
記
録
作

成
の
た
め
の
戦
略
と
い
っ
た
宗
家
特
有
の
歴
史
的
背
景
を
探
っ
た
。

第
三
に
近
世
初
期
宗
家
が
作
成
し
た
朝
鮮
国
王
の
偽
造
国
書
に
つ

い
て
触
れ
、
萬
暦
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
豊
臣
秀
吉
宛
朝
鮮
国
書

が
木
印
「
爲
政
以
徳
」
の
発
見
に
よ
り
「
偽
書
」
と
判
断
さ
れ
、

さ
ら
に
料
紙
・
朱
肉
の
科
学
的
調
査
に
よ
り
断
定
さ
れ
る
に
至
っ

た
調
査
成
果
を
紹
介
し
た
。

講
演
2　

ジ
ェ
ル
バ
島
の
漂
着
聖
女
信
仰�

―
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
祭
礼
を
中
心
と
し
て
―�

�

田
村　

愛
理

　

ジ
ェ
ル
バ
島
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
南
部
の
リ
ビ
ア
湾
に
浮
か
ぶ
島

で
あ
る
。
こ
の
島
で
は
、
地
中
海
性
気
候
と
ア
フ
リ
カ
大
陸
性
気

候
と
が
混
在
し
、
雨
量
が
少
な
く
地
下
水
の
場
所
が
限
ら
れ
て
い

る
た
め
に
、
島
内
各
地
域
に
多
様
な
生
態
環
境
と
そ
れ
に
適
応
し

た
生
活
形
態
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
島
に
は
ス
ン
ニ
ー
派
か

ら
イ
バ
ー
ド
派
ム
ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ー
ム
最
初
の
分
派
）、
そ
し

て
最
古
と
称
し
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
教
徒
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
ま
で
の
様
々



史
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二　
（

を
中
心
に
暮
ら
し
て
き
た
。
各
メ
ン
ゼ
ル
は
互
い
に
排
他
的
で
、

フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
に
町
が
発
展
す
る
ま
で
は
、
メ
ン
ゼ
ル
の

成
員
以
外
の
人
々
が
接
触
す
る
の
は
定
期
市
と
聖
者
廟
ヘ
の
巡
礼

に
限
ら
れ
て
い
た
。

　

本
報
告
で
は
、
こ
の
島
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
ム
ス
リ
ム
が
メ
ン
ゼ

ル
境
界
や
岬
な
ど
で
展
開
し
て
い
る
、
身
元
不
明
の
漂
泊
者
が
信

仰
の
対
象
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
と
い
う
、
漂
着
聖
女
（
エ
ル
グ

リ
ー
バ
：
ア
ラ
ビ
ア
語
で
奇
蹟
／
客
人
の
意
）
信
仰
に
焦
点
を
あ

て
た
。
ど
の
共
同
体
に
も
属
さ
な
い
漂
着
者
が
バ
ラ
カ
（
神
の
恩

寵
）
を
起
こ
す
触
媒
と
な
り
死
後
に
聖
者
廟
が
創
成
さ
れ
、
ユ
ダ

ヤ
教
や
イ
ス
ラ
ー
ム
の
普
遍
的
要
素
と
土
着
的
要
素
が
混
交
し
た

信
仰
儀
礼
が
生
ま
れ
、
そ
こ
に
異
な
る
共
同
体
に
属
す
る
人
々
が
、

癒
し
や
縁
結
び
な
ど
普
遍
的
な
願
望
を
希
求
す
る
境
界
を
超
え
た

共
有
空
間
が
出
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
空
間
を
創
出
さ
せ
て

一
五
二

写真 2　ユダヤ教徒のエルグリーバ祭礼にて
（中央がエルグリーバ。この後オークションで集められたスカーフを
山のように被せて山車に乗せ、出身地域により二つに分かれているユ
ダヤ教徒共同体を巡行していたが、今はテロに対する用心により大幅
に短縮されている。）

な
宗
教
共
同
体
が
、
さ
ら
に
ア
ラ
ブ
、

ア
マ
ジ
ク
（
ベ
ル
ベ
ル
）
と
い
っ
た
民

族
的
・
出
身
地
域
要
素
に
よ
り
モ
ザ
イ

ク
状
に
細
分
化
さ
れ
、
お
互
い
が
互
い

に
対
し
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
よ
う

な
、
典
型
的
な
多
元
社
会
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。

　

島
内
の
多
様
な
住
民
の
生
活
環
境
に

は
ひ
と
つ
の
大
き
な
共
通
点
が
あ
る
。

ジ
ェ
ル
バ
島
は
、
地
中
海
世
界
の
覇
権

を
巡
る
攻
防
の
只
中
に
お
か
れ
、
幾
度

も
戦
乱
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
の
た
め

人
々
は
、
メ
ン
ゼ
ル
と
呼
ば
れ
る
砦
様

式
の
屋
敷
地
を
核
に
拡
大
家
族
共
同
体
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五
三　
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来
た
島
の
人
々
の
バ
ラ
カ
を
希
求
す
る
力
は
、
紛
争
の
絶
え
間
な

い
現
代
社
会
に
お
い
て
も
注
目
に
値
し
よ
う
。

講
演
3　

島
の
修
道
院�

―
地
中
海
カ
ン
ヌ
沖
レ
ラ
ン
ス
諸
島
と
そ
の
修
道
院
―�

�

神
崎　

忠
昭　

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
い
修
道
院
に
は
、
海
に
聳
え
る
モ
ン
・
サ

ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
修
道
院
な
ど
の
よ
う
に
、
島
に
建
て
ら
れ
た
も

の
が
い
く
つ
も
あ
る
。
修
道
院
も
維
持
の
た
め
に
多
く
の
資
源
を

必
要
と
す
る
の
に
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
一
見
不
便
な
地
に
建
設
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
な
ぜ
長
期
に
わ
た
っ
て
存
続
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
本
報
告
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
カ
ン
ヌ
沖
合
約
2
キ

ロ
に
あ
る
レ
ラ
ン
ス
諸
島
と
そ
の
修
道
院
を
と
り
あ
げ
、
古
代
か

ら
中
世
末
期
ま
で
に
つ
い
て
、
修
道
院
に
関
わ
る
文
献
資
料
や
遺

物
を
検
討
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。

　

結
論
と
し
て
、（
1
）島
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
行
き
交
う
場
で
も

あ
り
、
島
に
あ
る
こ
と
は
孤
立
だ
け
で
な
く
、
周
囲
と
の
多
様
な

結
び
つ
き
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。（
2
）レ
ラ
ン
ス
諸

島
は
、
海
に
よ
っ
て
動
乱
か
ら
隔
て
ら
れ
た
平
安
の
地
と
し
て

ロ
ー
マ
帝
国
末
期
の
貴
族
た
ち
の
避
難
所
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

海
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
地
と
し
て
、
ガ
リ
ア
本
土
の
司
教
候
補
者

た
ち
の
供
給
地
で
も
あ
っ
た
。（
3
）こ
の
海
域
の
他
の
島
々
に
も

修
道
院
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
名
声
を
継
続
し
た
も
の
は
な
か

っ
た
。
実
際
、
レ
ラ
ン
ス
修
道
院
は
八
世
紀
に
イ
ス
ラ
ー
ム
海
賊

の
攻
撃
を
受
け
放
棄
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
十
一
世
紀
に
再
建
さ
れ

る
。
そ
の
理
由
は
、
レ
ラ
ン
ス
修
道
院
は
、
モ
ン
・
サ
ン
・
ミ
ッ

シ
ェ
ル
修
道
院
の
よ
う
に
先
住
民
が
強
く
信
仰
す
る
聖
地
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、「
聖
な
る
島
」「
殉
教
地
」
と
し

て
の
レ
ラ
ン
ス
諸
島
と
そ
の
修
道
院
の
記
憶
が
形
成
さ
れ
、
さ
ら

に
人
々
の
思
い
や
営
為
が
幾
層
に
も
そ
こ
に
上
書
き
さ
れ
て
、
そ

の
「
イ
メ
ー
ジ
」
の
上
に
新
た
な
修
道
院
が
再
建
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

講
演
4　
「
島
景
観
」
の
歴
史
生
態
学�

―
ラ
パ
ヌ
イ
と
石
垣
島
の
ジ
オ
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
―�

�

山
口　
　

徹　

　

島
を
取
り
囲
む
海
洋
は
障
壁
で
は
な
い
。
海
流
が
植
物
の
種
を

運
び
、
風
に
の
っ
て
海
鳥
が
飛
来
す
る
。
海
は
島
々
を
孤
立
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
島
と
島
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
交
通
路
に
な
る
。

し
か
し
、
人
間
も
含
め
て
陸
棲
の
生
物
は
海
洋
の
た
だ
中
で
途
中

下
車
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
生
命
あ
る
限
り
島
の
陸
地
を
目

一
五
三
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指
し
、
ま
た
別
の
島
に
渡
っ
て
ゆ
く
。
だ
か
ら
こ
そ
、
島
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
モ
ノ
や
コ
ト
や
人
が
凝
集
す
る
。
島
景
観
と
は
何
か
と

問
わ
れ
れ
ば
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
言
葉
を
借
り
て
、
凝
集
す
る
「
多

様
体
」
と
答
え
た
い
。
こ
の
特
性
は
ま
さ
に
、
自
然
と
人
間
の
絡

み
合
い
を
テ
ー
マ
と
す
る
歴
史
生
態
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
う
っ
て

つ
け
で
あ
る
。
オ
セ
ア
ニ
ア
を
含
む
太
平
洋
島
嶼
で
は
、
こ
の
絡

み
合
い
を
、
地
球
科
学
と
考
古
学
を
連
節
す
る
ジ
オ
ア
ー
ケ
オ
ロ

ジ
ー
の
手
法
で
通
時
的
に
解
明
す
る
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
た
と

え
ば
ラ
パ
ヌ
イ
（
イ
ー
ス
タ
ー
島
）
で
は
、
十
二
世
紀
に
人
が
住

み
始
め
て
以
来
、
ヤ
シ
科
の
森
林
が
急
速
に
後
退
し
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
。
人
為
的
に
改
変
さ
れ
た
環
境
の
な
か
で
、
土
壌
水

分
を
保
ち
風
害
を
防
ぐ
石
敷
き
耕
地
で
、
バ
ナ
ナ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
外
来
の
作
物
が
栽
培
さ
れ
て
き
た
。
太
平
洋
の

西
端
に
位
置
す
る
石
垣
島
で
も
、
台
地
上
の
人
為
的
な
森
林
後
退

に
起
因
し
て
谷
戸
内
の
沖
積
化
が
十
世
紀
ご
ろ
か
ら
急
速
に
進
行

し
た
。
東
シ
ナ
海
で
は
ち
ょ
う
ど
十
四
〜
十
五
世
紀
に
交
易
活
動

が
盛
ん
に
な
り
、
外
来
の
イ
ネ
が
谷
戸
の
沖
積
低
地
で
栽
培
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
ま
見
る
水
田
景
観
が
、
先
史
期
か
ら
続
く

人
と
自
然
の
絡
み
合
い
の
歴
史
的
産
物
で
あ
る
こ
と
を
、
我
わ
れ

の
ジ
オ
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
調
査
が
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

コ
メ
ン
ト　

島
が
島
に
な
る
島
の
歴
史�
�

近
森　
　

正　

　

孤
立
性
、
閉
鎖
性
、
開
放
性
、
狭
小
性
、
資
源
の
限
定
性
な
ど

島
嶼
の
特
性
は
、
観
察
の
仕
方
、
規
準
の
と
り
か
た
に
よ
っ
て
ど

の
よ
う
に
も
変
わ
る
。
島
は
地
理
的
実
体
で
あ
る
よ
り
も
世
界
認

識
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
な
い
か
。
い
か
に
島
が
島
に
な
る
の
か
。

　

島
は
地
方
（
じ
か
た
）
と
の
関
係
で
生
ま
れ
る
。
島
に
住
む
人

は
自
分
の
住
む
と
こ
ろ
を
島
と
は
云
わ
な
い
。
そ
こ
は
島
で
は
な

く
、
ヘ
ヌ
ア
つ
ま
り
大
地
、
土
地
な
の
で
あ
る
。
伝
承
に
伝
え
ら

れ
る
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
最
初
の
渡
来
者
は
こ
の
島
を
テ
・
ピ
ト
・

オ
・
テ
・
ヘ
ヌ
ア(

大
地
の
中
心)

と
名
付
け
、
人
々
は
ラ
パ
・

ヌ
イ
（
天
の
中
心
に
立
つ
大
き
な
柱
）
と
呼
ぶ
。
人
は
島
に
暮
ら

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
大
地
に
足
を
つ
け
、
宇
宙
の
軸
柱
の
立

つ
中
心
に
住
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
の
島
の
南
西
に
は
三
つ
の
小
さ

な
島
、
モ
ツ
が
見
え
る
。
島
（
モ
ツ
）
い
う
の
は
、
地
方
（
じ
か

た
）
で
あ
る
ヘ
ヌ
ア
と
の
相
対
的
関
係
の
な
か
で
認
識
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　

一
七
二
二
年
、
復
活
祭
の
日
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ロ
ッ
ゲ
フ
ェ
ン
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
の
島
は
イ
ー
ス
タ
ー
島
と
命
名
さ
れ
た
。

大
航
海
時
代
、
太
平
洋
の
各
地
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
島
の

一
五
四
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発
見
、
命
名
に
よ
っ
て
領
有
権
が
生
じ
、
植
民
地
化
が
始
ま
る
。

宗
主
国
に
よ
る
領
域
支
配
の
拡
大
に
よ
っ
てIsland

はIslands
に
な
り
、Poly–nesia

（
多
く
の
島
々
）
と
な
っ
た
。
十
九
世
紀

は
じ
め
ロ
ン
ド
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
が
タ
ヒ
チ
に
進
出
、
キ
リ

ス
ト
教
の
布
教
活
動
に
よ
っ
て
伝
統
文
化
が
破
壊
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
西
欧
宗
主
国
が
優
位
に
立
つ
「
地
方
」
が
「
島
」
を
領

有
、
支
配
す
る
関
係
が
成
立
し
た
。

　

一
七
八
六
年　

ラ
・
ペ
ル
ー
ス
の
航
海
時
に
作
成
さ
た
と
い
う

モ
ア
イ
巨
石
像
の
絵
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
的
な

古
代
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
へ
の
好
み
が
反
映
し
、
ル
ソ
ー
的
な

「
高
貴
な
野
蛮
人
」、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
的
な
「
自
然
人
」
が
描

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
西
欧
で
島
の
楽
園
と
自
然
人
、
裸
の
女
性

の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
上
げ
た
。
南
海
の
島
に
進
出
し
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
は
、
そ
こ
に
エ
ク
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
楽
園
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
を

求
め
る
。
典
型
的
な
エ
ク
ゾ
テ
ィ
ズ
ム
の
例
と
し
て
Ｐ
・
ロ
テ
ィ

の
「
ロ
チ
の
結
婚
」（“M

ariage de Loti”
1892

）
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
と
っ
て
支
配
者
は
つ
ね
に
男
、

被
支
配
者
は
女
。
地
方
は
男
、
島
は
女
と
い
う
関
係
が
で
き
あ
が

る
。
ロ
テ
ィ
を
厳
し
く
批
判
し
た
Ｖ
・
セ
ガ
レ
ン
で
さ
え
、
島
と

女
性
の
身
体
の
美
し
さ
を
一
体
化
さ
せ
る
。
Ｐ
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
も

島
の
自
然
人
、
魅
惑
的
な
島
の
女
を
描
い
て
、
自
分
と
島
を
対
置

さ
せ
る
。

　

日
本
も
ま
た
島
の
エ
ク
ゾ
テ
ィ
ズ
ム
、
楽
園
の
対
象
と
な
っ
た
。

「
お
菊
さ
ん
」
や
「
蝶
々
夫
人
」
を
は
じ
め
、
島
は
つ
ね
に
魅
惑

的
な
女
性
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、
鎌
倉
の
大
仏
を
背
景
に

し
た
人
物
写
真
の
ポ
ー
ズ
に
は
、
ラ
・
ペ
ル
ー
ズ
以
来
の
島
に
進

出
し
た
支
配
者
の
定
型
化
し
た
ス
タ
イ
ル
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（E. Pitm
an “Central A

frica, Japan, Fiji”
1882 

な
ど
）

　

二
十
世
紀
。
ハ
ワ
イ
や
タ
ヒ
チ
を
中
心
に
始
ま
っ
た
観
光
産
業
、

植
民
地
産
業
が
島
の
自
然
や
文
化
を
商
品
化
し
な
が
ら
楽
園
の
島

を
つ
く
り
だ
す
。
島
の
人
も
島
の
幻
想
を
売
り
物
に
し
て
商
品
経

済
に
取
り
込
ま
れ
て
行
く
。
今
日
、
観
光
立
国
に
よ
っ
て
自
立
し

よ
う
と
す
る
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
は
自
分
た
ち
が
島
に

住
ん
で
い
る
こ
と
を
い
や
が
上
に
も
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
出
稼
ぎ

労
働
者
と
し
て
、
ま
た
教
育
を
受
け
る
た
め
に
島
を
離
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
地
方
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
商
業
中
心
の
ハ
ワ
イ
、
パ
ペ
ー
テ
、
ヌ
メ
ア
、
ス
ヴ
ァ
な

ど
に
移
住
が
続
く
。
そ
れ
に
よ
る
人
口
の
流
出
が
各
地
に
過
疎
化

と
過
密
化
の
不
均
衡
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。　

　

一
方
で
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
島
と
地
方
の
関
係

を
平
衡
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
見
逃
す
べ
き

で
な
い
。
フ
ィ
ジ
ー
の
初
代
首
相
カ
ミ
セ
セ
・
マ
ラ
が
提
唱
す
る

一
五
五
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近
森　

正
「
ヘ
ヌ
ア
・
村
の
あ
る
島
」『
サ
ン
ゴ
礁
の
景
観
史
』
二
〇

〇
八
年
刊
所
収

近
森　

正
「
ハ
ワ
イ
キ
を
求
め
て
」「
地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
ツ
バ
ル

の
島
は
沈
む
か
」『
サ
ン
ゴ
礁
と
人
間
』
二
〇
一
二
年
刊
所
収

Ａ
・
ウ
エ
ン
ト
（
近
森 

正 

訳
）「
オ
セ
ア
ニ
ア
と
新
し
い
芸
術
家
た

ち
」『
ア
ジ
ア
と
日
本
』
一
九
八
五
年
刊
所
収

島
の
理
念 “T

he pacific w
ay”

（
一
九
八
〇
年
）
や
サ
モ
ア
の

詩
人
Ａ
・
ウ
ェ
ン
ト
ら
に
よ
る
文
学
活
動
、「
わ
れ
わ
れ
島
人
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
太
平
洋
の
各
国
で
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
太

平
洋
芸
術
祭
な
ど
を
通
し
て
島
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
る

動
き
が
高
ま
っ
た
。
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
進
出

以
前
の
島
の
歴
史
を
西
欧
的
視
点
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
島
の

人
々
の
豊
か
な
伝
承
史
を
中
心
に
し
て
、
民
族
学
、
考
古
学
な
ど

の
成
果
に
も
と
づ
い
て
再
構
築
す
る
試
み
で
あ
る
。　
　

　

日
本
で
は
太
平
洋
戦
争
期
、「
大
日
本
帝
国
は
島
国
の
雄
大
さ

に
お
い
て
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
盟
主
た
る
べ
き
で
あ
る
。」（
豊
島

与
志
雄
「
島
の
観
念
」
一
九
四
二
）
と
す
る
主
張
が
島
国
日
本
の

観
念
の
も
と
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け

る
地
方
と
島
の
関
係
は
自
己
優
位
の
視
点
を
移
し
て
、
エ
ク
ゾ
テ

ィ
ズ
ム
の
そ
れ
を
逆
転
さ
せ
た
に
過
ぎ
な
い
。

　

今
日
な
お
、
地
方
と
島
の
関
係
は
平
衡
が
と
れ
て
い
る
と
は
云

え
な
い
。
イ
ー
ス
タ
ー
島
は
森
林
破
壊
の
、
ツ
バ
ル
島
は
地
球
温

暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
の
警
告
塔
と
し
か
み
ら
れ
て
い
な
い
。
本

土
と
沖
縄
、
沖
縄
と
辺
野
古
の
関
係
は
著
し
く
平
衡
を
欠
い
て
い

る
。


